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 要  旨 
近年、コンピューターの処理速度の向上や記憶媒体の大容量化、ブロードバン
ドの普及に伴い、e-Learningシステムにおいて映像をいかに効果的に利用するか
が問題とされている。また、一方でメディア教育を重要視する声が多く、教員の
絶対数やスキル、教材不足を解消するための試みが求められている。  
本研究は、メディア教育を e-Learning としておこなうために、その基本的な
教育事項の一つである「映像編集」を web 上で仮想的に実現し、仮想的な編集の
素材となる映像データベースの構築、何をどのような順番で学んでもらうかとい
う教育内容の検討、さらには、編集結果を学習者が相互に評価し合うことによっ
て教育効果を高めるような学習システムまでを、トータルな形でデザインされた
メディア教育システムを提案する。  
本研究に必要な具体的なシステム構成は、編集素材となる動画のデータベース、
動画データベースを使って仮想的な映像編集を行うための制御、編集学習用とし
てのインターフェイスである。これらを用いることで、学習者が高価な撮影機材、
編集ソフトを必要とせずとも、WEBブラウザからスムーズな編集体験ができるシス
テムを構築した。また、実用的な教育環境としても整備するため、何をどのよう
に学ばせるかという教育方法の検討を行い、この検討に基づいた教育素材データ
ベースを構築し、教材のデザイン（何を、どのような順番で学ぶか）を設計した。
さらに、教育効果を高めるための相互評価システムを構築した。 
編集のためのタイムコード制御にSMIL2.0を用いたことによりカットとカット
のつながりをほとんど気にすることなく編集結果映像をストリーミング再生する
ことが可能になっている。また、編集した映像素材は相互評価システムによって
すぐに閲覧可能で、その場で学習者だけでなく、教育者も相互評価に参加可能で
ある。以上のことから、WEB上で映像編集学習をするためのシステム基盤が構築で
きたと思われる。 
教材デザインに関しては、今回提案した教材構成に沿って学習を進めることで、
編集者の意図を理解し、それを実践し、制作した作品をお互いに鑑賞・評価・議
論しあうことによって、映像からの情報の捉え方を学習する、一連の行程をすべ
てWEB上で学習することが可能になった。従来の映像制作学習と比べても、短時間
でメディア教育に触れられ、協調学習の枠組みを形成できる新しいe-Learningシ
ミュレーター学習教材を構築できたと考える。 
 
 
